








『目的』 

長期の医療を必要とする発達障害児が健康でよりよい状態で成長発達してゆくためには、

家族、医療関係者、教育関係者など児の療育にたずさわる総ての人々が、どのようにかか

わってきたかその過程を正確に記録しておくことが非常に大切であると考え、特に医療面

を考慮した健康管理手帳を試作し(平山義人他:長期療育を必要とする患児のための健康管

理手帳の試作.厚生省「長期疾患療育児の養護・訓練。福祉に関する総合的研究」研究班昭

和 57 年度研究報告書 p.269)外来受診中の児を対象に使用してきた。今回、過去 3 年間の

使用経験をもとに改訂版を作製した。 


